
上越地域麦生産情報 Vol.3

Point 適期に適量の追肥と赤かび病防除を実施！

令和６年４月１６日
上越農業普及指導センター
TEL 025-526-9405

◎ 止葉抽出期に追肥を実施する。小麦は穂揃期追肥も実施する。

◎ 赤かび病防除は、開花期とその７～10日後の２回を確実に実施する。

１ 生育状況（４月15日時点）

・越冬状態は良好でその後の生育も順調である。

・本年の茎立期の状況から、止葉抽出期、出穂期の見込みは表２のとおり。

・赤かび病防除は開花期をめやすに時期を決定するので、ほ場ごとに出穂期及び開花期

を確認する。

２ 当面の栽培管理

（１）止葉抽出期の追肥

・止葉抽出期は全茎の40～50％で止葉が抽出した時期で、この時期の追肥は念実粒数

の増加、粒重の増加に効果がある。

・大麦は窒素成分で10a当たり１～２㎏とし、生育量に基づき加減する（表３）。

・小麦は、窒素成分で10a当たり２kgを目安とする。

地域 麦種 品種 調査日
草丈
（㎝）

茎数
（本/㎡）

葉色
（SPAD値）

上越市
東中島 小麦

ゆきちから 4/12 43 603 40

夏黄金 4/12 56 696 48

板倉

大麦 ゆきはな六条

4/12 59 560 48.4

妙高市

新井 4/5 34 476 40.6

菅沼 4/5 21.4 408 44

原通 4/5 27 1080 33

地域 麦種 品種 茎立期
止葉抽出期
（見込み）

出穂期
（見込み）

上越市
東中島 小麦

ゆきちから 4/1 ４月中旬頃 ４月下旬頃

夏黄金 3/26 ４月中旬頃 ４月下旬頃

板倉

大麦 ゆきはな六条

4/1 ４月中旬頃 ４月下旬頃

妙高市

新井 4/3 4月中旬頃 ４月下旬頃

菅沼 4/9 4月下旬頃 ５月上旬頃

原通 4/11 4月下旬頃 ５月上旬頃

表１ 管内の生育状況

※ 令和６年４月15日現在 普及センター調べ表２ 止葉抽出期、出穂期の見込み



（２）穂揃期期追肥（小麦）

・製パン用強力粉の原料としての小麦については子実タンパク質含有量向上のために、

穂揃期（出穂期の3日後頃）に必ず窒素を追肥する。

・標準施用量は窒素成分で４～６kg/10a。

（３）赤かび病防除

・薬剤防除を、大麦は開花期及びその７～10日後頃の２回、小麦は開花期及びその後

７～10日間隔で１～２回（計２～３回）行う。

区分 時期のめやす 参考

大麦
１回目：開花期（出穂期の４～７日後頃）

・出穂期とは、全茎の40～
50％が出穂した日

・出穂とは、穂の先端（芒
を含まない）葉鞘から現
れた状態

２回目：１回目の７～10日後頃

小麦

１回目：開花期（出穂期の４～７日後頃）

２回目：１回目の７～10日後頃

（３回目：２回目の７～10日後頃）

㎡当たり
茎数

葉色
（SPAD値）

窒素施用量
（㎏/10a）

留意点

500本未満
45未満 2

過繁茂、葉色が濃いほ場では
施用を控える。

45以上 1～2

500本以上
45未満 1～2

45以上 1未満

表３ 止葉抽出期追肥のめやす

表４ 赤かび病防除のめやす

※農薬の使用に当たっては、登録内容を確認して適正に使用する。

※農薬ラベルに記載された、「適用農作物」「使用量・希釈倍数」「使用時期」

「農薬成分の総使用回数」「使用方法」を必ず確認する。

赤かび病の病斑

〇ほ場巡回による発生確認

・乾燥・調製施設等や生産物への赤かび病被害粒混入を回避
するため、ほ場見歩き調査 を実施する（出穂30～35日後が
重要）。

・一定程度以上の発病がある場合は、発生のないほ場とは別
に収穫（刈り分け）･ 乾燥・調製を行うことが必要。

農産物検査法の検査規格では、赤かび粒の混入限度が0.0％と定められています。

出穂後、開花期を確認し、適期防除により赤かび病の発生を抑えましょう！


